
問
学
校
給
食
に
地
元
食
材
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
地
域
の
伝
統
食
文

化
の
継
承
、
地
域
の
農
業
や
食
へ
の
理
解

に
よ
り
、
郷
土
愛
の
醸
成
、
学
校
給
食
の

教
育
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
が
、
本
市
の
学
校
給
食
に
お
け

る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
。

答
教
育
次
長
／
本
市
で
は
、
年
間
の
献

立
原
案
を
前
年
度
中
に
作
成
し
、
こ
の
献

立
原
案
を
も
と
に
実
際
に
使
用
す
る
献
立

を
決
め
て
い
る
が
、
使
用
時
期
に
調
達
で

き
る
食
材
に
よ
り
献
立
原
案
と
は
内
容
が

変
わ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
上
で

は
、
年
間
の
献
立
原
案
だ
け
で
は
な
く
、

問
平
成
三
十
年
度
総
務
委
員
会
所
管
事

務
調
査
に
お
い
て
、
道
路
等
の
公
共
空
間

を
撮
影
す
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
地
域

の
防
犯
活
動
を
補
完
し
、
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
犯
罪
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
、

ま
た
、
犯
罪
が
発
生
し
た
際
に
は
、
証
拠

と
し
て
事
件
の
早
期
解
決
に
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
の
内
容

が
報
告
さ
れ
た
が
、
自
治
会
等
を
対
象
と

し
た
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
等
の
補

助
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

答
企
画
部
長
／
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
は
、
連
合
自
治
会
等
か
ら
設
置
を
望

む
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、

実
際
の
給
食
実
施
日
単
位
で
の
食
材
の
使

用
量
等
の
情
報
共
有
が
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
生
産
者
や
卸

売
市
場
、
小
売
業
者
、
栄
養
職
員
等
で
構

成
さ
れ
る
沼
津
市
学
校
給
食
地
場
農
産
物

関
係
者
会
議
を
通
じ
た
献
立
情
報
の
共
有

を
初
め
、
関
係
者
間
の
情
報
共
有
を
積
極

的
に
進
め
、
連

携
強
化
を
図
る

こ
と
で
、
学
校

給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
に
取

り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て

い
る
。

カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
や
記
録
し
た
デ
ー
タ

の
管
理
、
使
用
す
る
機
器
等
の
選
定
に
つ

い
て
懸
念
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
設

置
の
際
に
は
、
具
体
的
な
ル
ー
ル
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
今

後
、
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
、
補
助
制

度
を
含
め
、
地

域
の
安
全
に
資

す
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
の
あ

り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て

い
く
。

久
保
田
　
吉
光

尾
藤
　
正
弘

街頭防犯カメラの設置費に対する
補助制度の創設は

学校給食における
地産地消の取り組みは

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

議員名 主な質問項目 掲載頁

久保田吉光 学校給食の公会計化、学校給食の地産地消 ４

尾藤　正弘 防犯カメラ補助制度創設、商店街の屋外照明灯、入札制度 ４

霞　　惠介 沼津の教育、高齢者の自動車運転 ５

渡部一二実 鉄道高架事業の進捗状況と税控除、県収用委員会の流れと審理 ５

渡邉　博夫 教育長の所信、学校の暑さ対策、交通安全対策、交通安全教育 ５

小澤　　隆 学校教育に対する考え方 ５

井原三千雄 観光まちづくり、中心市街地、北部地域、70歳現役社会 ６

江本　浩二 新中間処理施設の地元合意 ６

山下富美子 保育の適正な運用の確保、兄弟が同じ園に入所不可、本市の責務 ６

片岡　章一 多胎児支援、妊婦健診の助成、育児サポーター制度、骨髄バンク ６

小泉　宣子 給食費の無償化、地産地消 ７

梅沢　　弘 国の借金 1,100 兆円、高架事業負担金 614億円 ７

平野　　謙 社会的孤立に対する支援、多様な教育機会の確保 ７

原　　信也 安価で便利な公共交通 ７

岡田　進一 国民健康保険 ８

川口　三男 人口減少、子供・子育て支援策 ８

第
一
回
（
六
月
）
定
例
会
で
は
、
十
六
人
の

議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※議員名の下に�形式�として質問形式を記載しています。
一　　括：通告した全ての内容を一括して質問した後、市当局が一括して答弁する方式
一問一答：議員からの一つ一つの質問ごとに、市当局が答弁する方式　
複　　合：１回目は一括で行い、２回目以降から一問一答に切り替えて行う方式

全ての質問項目
（通告一覧）はこちら▶

形
式

形
式

一
　
　
括

一
　
　
括

▲地場産品を使用した給食メニュー▲地域の安全・安心を補完する街頭防犯カメラ
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